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流れ 

1. はじめに 

•データ駆動型学習 Data-Driven Learning (DDL) 

•教育用例文コーパス SCoRE（第４次開発版） 

 

2. SCoREコーパスの客観的評価 

•評価１ : 英文難易度評定 

•評価２ : 教育用語句のカバー率 

•評価３ : 語彙の意味分野別分布 
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データ駆動型学習 Data-Driven Learning (DDL) 

 

▸ 豊富な言語使用の例に触れることで言語の 

   規則性やパターンを発見して学ぶ学習方法 
 

▸ コーパスを利用して授業や自習において 

   語彙や文法を学習する 
 

▸ 適切なDDLは語彙や文法学習において 

   高い効果を発揮するというメタ分析の結果 

(Mizumoto ＆Chujo, 2015; Boulton & Cobb, 2017) 



たくさんの例文に触れて言葉の規則性に気づく 



教育用例文コーパスSCoRE 
(Sentence Corpus of Remedial English)  

http://www.score-corpus.org/（無料・登録不要） 

1. ＮＳが作例した簡潔で自然な英語例文 10,460文 

2. 英語例文が高校英語教科書レベルの範囲内 

3. 学習者の不得意な文法項目（22項目）を含む 

4. 初級・中級・上級レベル（文長と語彙習得学年） 

    初：8語以内，1～2年，中：5-11語， 1～3年，上：9語以上， 4年以上 

5. 日本語対訳付き 

   





２. SCoREコーパスの 
客観的評価 

 



評価① 
英文難易度評定 

 



英文難易度評価の例文抽出に使用したコーパス 

1）SCoRE 初級・中級・上級  2）CoBLE（米国教科書Corpus of Beginner Level English） 

3）WPN（新聞 WebParaNews）    4）BNC （British National Corpus） 
 

   
だれでも
利用可能 

不安にな
らない 

日本語訳
がある 

上級レベ
ルあり 

世界的に
通用する 

教育用に
配慮 

SCoRE ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ 

CoBLE   ✔ ✔   ✔ ✔ 

WPN ✔   ✔ ✔ ✔   

BNC ✔     ✔ ✔   



評価用英語例文の抽出方法 

•  英語例文の文法項目 

      仮定法，関係詞，前置詞 

• 3種の検索語句 

          [If * had *]， [what * say/sa*] ， [in front of] 

• SCoRE 3レベルを含む6種コーパス 

• 各コーパスの検索結果の先頭から2文を選択 

•  合計例文数： ３種語句 × 12文 



Readability による評価  https://www.webpagefx.com/tools/read-able/ 





データ分析の方法 
•ランダムフォレストを用いて，文法学習のしやすさに影響を
与える要因を特定した 

•文法学習のしやすさ評定の回答パターンに対する個々の
要因の影響力（変数重要度）を推定した。 

•質問紙8項目のうち「目標の文法を学習しやすい」を従属
変数，残り7項目を独立変数とした。 



学習者による英文難易度評価からわかったこと 

•SCoRE，CoBLE, WebParaNews, BNCのコーパス
の英文のうち，SCoREは，文構造や文意のわかりやすさ
の点で，他の3種のコーパスよりも評価が高かった。 

•ランダムフォレストを用いて，文法学習のしやすさの評価に
影響を与える質問項目の重要度を推定した。その結果，
文法学習のしやすさに大きく影響を与えていたのは，文
構造のわかりやすさ，文意のわかりやすさ，および日本語
訳の有無であった。 



評価② 
教育用語句のカバー率 

 



教育用語句を抽出するための教育用書籍 

1）マーフィーのケンブリッジ英文法（初級編） 

      Basic Grammar in Use（Murphy, 2011） 

 

2）マーフィーのケンブリッジ英文法（中級編） 

      Grammar in Use Intermediate（Murphy, 2009） 

 

3）基礎からの新総合英語(チャート式シリーズ) 

     （高橋・根岸，2003） 



385 

マーフィー初級 

385項目 

マーフィー中級 

761項目 

新総合英語 

985項目 

117 

和集合 1,610項目,       積集合  117項目 

117項目のうちSCoREにないのは，have got, ought to, till 
 



評価③ 
語彙の意味分野別分布 



SCoRE英文構成語彙の意味領域の分布を調査 

• 「どんな検索語句を入力しても何らかの検索結果が出てほしい」 

• tea や rice だけでなく subway や hockey や firefighter も出てきてほしい 

• このような要素を測るひとつの目安として，英文を構成する語彙の意味領域を調査 

• 調査の対象： （1）SCoREの初級例文3,756文 

           （2）SCoREの中級例文3,506文 

           （3）SCoREの上級例文3,198文 

            （4）COCAの Thematic Words 例文5,217文 (次回の第５次開発の追加分） 

           （5）SCoRE の 全例文10,467文 + COCAの例文5,217文 (合計15,684文) 

• 調査方法：  WMatrix3 (Paul Rayson)の USAS Semantic Tagging System を利用 

   （1）から（5）の SCoRE の英文例文の構成語彙を 21 の意味領域に分類し，その割合を調査 

 

 



Wmatrix の semantic tagging 



UCREL Sematic Analysis System (USAS) によるSemantic Tagging 
  

英文の構成語彙を「生物・身体・感情・食物・物質・科学・言語」21の意味領域に分類 



まとめ 

• SCoREに収録されている英文について，（１）英文難易度評定，（２）教育用

書籍で扱われている教育用語句のカバー率，（３）SCoREの語彙の意味領域の

分布の観点から，SCoREコーパスがDDLを行う上で教育用コーパスとしてどの程度適

切なのかを評価した。 

• これらの結果からSCoREの現状分析と次回開発への改良点をさぐった。 

• 本研究はSCoREのような教育用コーパスを評価する「初めの一歩」 

• 今後：評価方法の精査，他の観点からの評価方法の考案，他のコーパスとの比較 
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